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　貢献その 2は，第 4章 Home-Away Assignment Problem前半にある会場割当て問題に対する線形緩和と
derandomizationを用いたアルゴリズムの提案である。証明された線形緩和問題の最適解の半整数性，この
性質をうまく利用したアルゴリズムのいずれも理論的に興味深いし，計算機実験でも成功しているといえる。
　貢献その 3は，同じ章の後半に書かれた半正定値計画問題への緩和に基づくアルゴリズムである。まず，
会場割当て問題がMIN RES CUTと呼ばれる制約付きの最小カット問題に定式化できることを示し，最大
カット問題に対して提案されている方法にヒントを得て，アルゴリズムを提案している。理論と計算結果の
いずれも興味深い成果と言える。
　より規模の大きな移動トーナメント問題を解くことを目指して，第 4章のアルゴリズムが提案されている
にもかかわらず，本論文中では，これらのアルゴリズムを用いて移動トーナメント問題を解くまでには至っ
ていない点が惜しまれるが，学位に値する論文である。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
